
平成１８年度　シラバス　　　　　　

1 学 科

4

5 工作機器の取り扱い ・各種工作機器の基本的な操作 ◆安全な作業を身につけ、知識を
方法を習得する。 理解することができたか。

・計器類と直流安定化電源を
正しく理解し正確に接続できる
ようにする。

6 ・基本的な配線の方法を習得し
回路を接続することができる
ようにする。

抵抗の直列・並列接続 ・抵抗の直列・並列接続について
電流・電圧・抵抗の関係を学ぶ。

7

8

9

10

11

12
◆製作技術が向上したか。

1

2

3

科 目 の 目 標

情 報 電 子 科

４．情報電子に関する基礎的な知識を総合的に身に付けているか。

工業の各専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に対
応できる能力と態度を育てる。

学年 3単位数使用教科書

学
期

学習内容

３．情報電子に関する基礎的な技術を総合的に身に付けているか。
       【技能】

       【知識・理解】

月 学習目標
●評価方法
○資 料 等

◆主な評価規準
【評価の観点】

１．情報電子に関心を持ち、それらを実際に活用しようと意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身
につけているか。【関心・意欲・態度】
２．情報電子の技術革新に主体的に対応できるような思考力・判断力を身に付けているか。

実教：工業技術基礎

       【思考・判断・表現】科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

（プリント）
パソコン実習Ⅰ

●実習レポート

成ができるようになったか。

◆直流回路を正しく配線することが
できるか。
◆オームの法則を理解したか。

◆安全に作業できたか。

◆ホイートストンブリッジを正しく
理解し、抵抗値を測定できるか。

◆表計算ソフトの基本操作を理解し
表やグラフを正確に作成できるか。

○パソコン利用技術検定
試験問題集
●実習レポート

◆製作技術が向上したか。
◆安全に作業できたか。

○実習テーマシート
（プリント）

学ぶ。

分流器、分圧器の実験

磁気に関する実験 ・導線やコイルに流れる電流が作
る磁界の大きさや方向を測定し、
電流と磁界の関係を理解する。

◆電流と磁界の関係を正しく理解し
たか。

◆組み合わせ回路を理解し、結線で
きるようになったか。　順序回路

デジタル回路の実験Ⅱ

電子回路製作実習

・デジタル回路の基本を理解し、
回路の結線を正しく行なえるよう
にする。

○実習テーマシート◆正確に結線でき、電圧の分圧方法
を正しく理解したか。 （プリント）

●実習レポート

◆結果を正しくグラフに表示できる
か。ダイオードの内部抵抗が電圧に
より変化することを理解したか。

・ダイオード単体の電流電圧特性
を正しく測定できるようにする。

ダイオードの特性測定

三
学
期

◆駆動回路を理解し、結線できるよ
うになったか。

デジタル回路の実験Ⅲ

コンデンサによる分圧
回路の実験

　駆動回路

・コンデンサの直流に対する性質
を理解し、直列並列回路や電圧分
圧について理解する。

◆回路を正しく理解したか。また回
路を正確に製作できたか。

・製作を通して、電子回路の構成
を理解するとともに、回路製作技
術を体得する。

デジタル回路の実験Ⅰ ◆組み合わせ回路を理解し、結線で
きるようになったか。　組み合わせ回路

◆キルヒホッフの法則を正しく理解
し、正確に結線して、電流を測定で
きるか。

・この法則の式の立て方や電流の
求め方を理解しそれを実際の回路
で証明できるようにする。

一
学
期

テスターの製作

◆抵抗の直列・並列接続について電
流・電圧正しく測定し抵抗を計算で
きるか。

配線練習、直流回路、
オームの法則の確認

二
学
期

ホイートストンブリッ
ジによる中位抵抗測定

・表計算ソフトの基本操作を習得
し表やグラフを作成できるように
する。

○実習テーマシート・ワープロソフトの基本操作を

○パソコン利用技術検定
試験問題集

直流計器・直流安定化
電源の取り扱い方

◆直流計器類と直流安定化電源を正
しく使用することができるか。

◆基本操作を理解したか。文書作

・デジタル回路の基本を理解し回
路の結線を正しく行なえるように
する。

パソコン実習Ⅱ

　「　工業（情報電子）　・工業技術基礎　」　

・テスターの基本構成をを理解す
るとともに、製作実習を通しても
のづくりの技術を体得する。

・デジタル回路の基本を理解し回
路の結線を正しく行なえるように
する。
・原理を理解し、その応用として
抵抗値の測定方法を理解する。

福島県立福島工業高等学校

キルヒホッフの法則の
証明実験



平成１８年度　シラバス　　　　　　
福島県立福島工業高等学校

1 学 科 使用教科書

学
期

月

4

●課題提出

5

6
　３．文字データの取り扱い ・文字データの取り扱いについて理解させる。 ・定数と変数について理解できるように留

意する。

　１．BASICの特徴 ・BASICの特徴、簡単なプログラム作成について
理解させる。

・BASICで使用できる文字について留意
する。

　２．プログラムのつくり方 ・問題解決の手段としてのアルゴリズムやプログラ
ムの作成の意味を理解させる。

・みやすいプログラムを作成する必要性
を理解できるように留意する。

一
学
期

　１．コンピュータの基本操作 ・コンピュータの正しい利用手続き、キーボードや
マウスの基本的な操作について理解させる。

・実際に操作させる。

　３．アプリケーションソフトウェア ・どのようなアプリケーションソフトウェアがあるか
理解させ、実際に使えるようにする。

・実際に操作させて、アプリケーションや
その違いについて理解できるように留意
する。

第３章　プログラミングの基礎

　２．ソフトウェアの基礎 ・ソフトウェアの分類とオペレーティングシステムの
目的および基本操作について理解させる。

　２．コンピュータの特徴 ・コンピュータの特徴を人間と比べて理解させる。
・ハードウェアとソフトウェアの関係について理解
させる。

　３．コンピュータの構成 ・コンピュータの基本構成について理解させる。

第２章　コンピュータの基本操作と
ソフトウェア

第４章　BASICによるプログラミン
グ

・VDT作業のための労働衛生上の指針な
どについて留意する。

・実際に操作させる。
●１学期中間考査

・電卓による計算とコンピュータによるプロ
グラミングの違いについて理解できるよう

●１学期期末考査

　３．流れ図とアルゴリズム ・順次・選択・繰返しの三つの基本的な流れ図と
構造化プログラミングの意義について理解させ
る。

　２．四則計算のプログラム ・データの出力、データの入力、関数の計算につ
いて理解させる。

●ノート提出

・コンピュータが身のまわりのさまざまなものに組
み込まれ、さらにインターネットなどに接続され利
用されていることについて理解させる。

・コンピュータの利用については、携帯電
話、コンビニエンスストアの端末、家電製
品、自動改札などの身近な例を話題に
し、生徒に興味・関心を喚起させることに
留意する。

・概要流れ図から詳細流れ図をかけるよう
に留意し、のちのプログラミングの学習に
関連させる。

・知的財産権、個人情報保護などにおけ
る法的な根拠や、法律には規定されてい
ないルールについて留意する。

・コンピュータウイルス対策や情報の不正利用防
止のための基本的な技術を理解させる。
・VDT作業における注意点やテクノストレス防止な
ど、コンピュータ利用時の健康管理について理解
させる。

・知的財産権など自分と他人の権利を守ることや
モラルの重要性を理解させる。

・プログラム言語の種類について理解させる。 ・機械が理解できる言語と人間が理解で
きる言語について理解できるように留意
する。

・形や大きさが異なっても、コンピュータの
基本構成が同じである点を理解させるこ
とに留意する。

　４．コンピュータの発達 ・コンピュータが回路や素子の進歩に支えられて
発達してきたことを理解させる。

・できれば、真空管、トランジスタ、集積回
路などの素子の実物を提示し、現在の素
子の集積度が理解できるように留意して
指導する。

　５．情報化の進展と産業社会

　６．情報化社会の権利とモラル

　１．プログラム言語

・中学校学習指導要領における教科「技
術・家庭」の技術分野「情報に関する技
術」との関連に留意する。

●【評価の観点・方
法】
・出席状況
・授業への取り組み
（意欲・関心・態度）
・定期考査
・課題等の提出物

3.情報技術の基礎的・基本的な技術を総合的に身に付いている【技能】▲
4.情報技術に関する基礎的・基本的な知識を理解している。【知識・理解】★

　１．情報と生活 ・情報やデータの意味、情報化社会の利点や問
題点について理解させる。

・コンピュータは人間と比較してどれぐら
い高速に処理できるかなどを具体例を示
して理解させることに留意する。

　７．情報のセキュリティ管理

学習内容 学習目標

第１章　産業社会と情報技術

科 目 の 目 標
社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報技術に関する基礎的な知識と技術を
習得させ、技術及び技術手段を活用する能力と態度を育てる。

1.情報化社会の進展とともに、インターネットに関心を持ち、その活用に意欲的に取り組むとともに、実践的な
態度を身につけている【関心・意欲・態度】◎

◆主な評価規準
【評価の観点】

●評価方法
○資 料 等

2.多彩な情報の中から必要な情報を見つけ、日常の諸問題を主体的に解決するために思考を深め、適切な判断を
行える。【思考・判断・表現】☆

　「　工業(情報電子）・　情報技術基礎　」　

学年 情報電子科 実教：精選情報技術基礎 単位数 2

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨



7

●課題提出

8

9

10

11 ●課題提出

12

1 ●情報技術検定

2

3

●課題提出

・実際に操作させて、発表させる。
●ノート提出

　４．文書の電子化 ・実際に操作させる。・まとめた情報を文書として保管、活用する方法
について理解させる。

　４．コンピュータネットワークの保
全

・コンピュータネットワークを停止させずに安全に
利用する方法について理解させる。

・停電、雷の被害についての具体的な事
例を提示して対策を理解できるように留
意する。

三
学
期

第８章　コンピュータ制御
　１．コンピュータ制御の基礎 ・コンピュータ制御の考え方について理解させる。 ・身のまわりにはコンピュータで制御され

ているものが多いことに留意する。

　２．コンピュータ制御の概要

・LAN、WAN、インターネットが私たちの
暮らしを支えていることに留意する。

　２．コンピュータネットワークの構
成

・ネットワーク機器とネットワークの形態について
理解させる。

・コンピュータネットワークの家庭での利
用の概要について理解できるように留意
する。

第７章　コンピュータネットワーク
　１．コンピュータネットワークの概
要

・コンピュータネットワークを利用した情報交換の
利点について理解させる。

●ノート提出

　３．処理装置の構成と動作 ・コンピュータの構成、処理装置の動作について
理解させる。

・できれば周辺装置などの実物を提示
し、動作させる。

　１．データの表し方 ・コンピュータで用いるデータの表し方について
理解させる。

・情報処理技術者試験や全国工業高等
学校長協会主催情報技術検定などに関
連する問題を取り上げ、生徒の学習の動
機付けを行う。

　２．論理回路の基礎 ・２値で演算や制御を行う論理回路の基本につい
て理解させる。

・論理回路と真理値表の関連について理
解できるように留意する。

　６．関数 ・関数のつくり方、標準関数の使い方などについ
て理解させる。

・プログラムのモジュール化について理解
できるように留意する。

●２学期期末考査

二
学
期

　４．繰返し処理 ・for文とwhile文について理解させる。 ・do～while文の書式に留意する。
　５．配列 ・配列の宣言や使用方法について理解させる。 ・文字列を扱う場合には、配列を用いるこ

第６章　ハードウェア

　２．四則計算のプログラム ・簡単な計算プログラムによってデータ型やデー
タの入出力方法などを理解させる。

・電卓による計算とコンピュータによるプロ
グラミングの違いについて理解できるよう
に留意する。

　３．分岐処理 ・if文とswitch文について理解させる。 ・else if文、goto文の書式に留意する。

　１．Cの特徴 ・簡単なプログラムによってCの特徴を理解させ
る。

・Cプログラムは、関数の集まりであり、行
番号の概念がないことを指導する。

　10．グラフィックス ・コンピュータグラフィックスの基本的事項につい
て理解させる。

・各自が座標などを任意に変更して表示
される画面を確認させる。

第５章　Cによるプログラミング

　９．ファイル処理 ・シーケンシャルファイルとランダムファイルの違
いや利用方法について理解させる。

・補助記憶装置にデータを保存する方法
について理解できるように留意する。

・FOR～NEXT文、DO WHILE文につい
て理解できるように留意する。

　７．配列処理 ・DIM文について理解できるように留意す
る。

　８．サブルーチン ・メインルーチン（主プログラム）とサブルーチン
（副プログラム）について理解させる。

・プログラムのモジュール化について理解
できるように留意する。

・配列の利用と書式について理解させる。

・繰返し処理とその書式について理解させる。　６．繰返し処理

・条件分岐と無条件分岐について理解させる。

　４．データの読取り ・READ文、DATA文について理解できる
ように留意する。

　２．情報の収集と活用 ・適切な情報収集方法と情報の選択方法を知り、
実際に情報収集して活用できる力を身につけさ

２級

　３．プレゼンテーション ・収集した情報をもとに、他人にわかりやすく効果
的に考えを伝える方法を身につけさせる。

●学年末末考査

第９章　情報技術の活用
・マルチメディアの活用としては、データ
圧縮技術が重要であることに留意する。
・実際に操作させる。

　１．マルチメディア ・マルチメディアの概要と情報のディジタル化など
について理解させる。

　３．組込み技術 ・身のまわりの組込み技術と、その概要を知り、特
徴を理解させる。

　３．コンピュータネットワークの通
信技術

・コンピュータネットワークに必要な通信技術や技
術的な約束事について理解させる。

・コンピュータ制御の具体的な方法について理解
させる。

・できれば車の模型などのコンピュータ制
御を実際に実習させる。

・できれば組込み技術を利用した機器の
分解モデルを提示する。

・インターネットを利用するさいに必要とな
る、HTML、SMTP、POP、FTPなどの用語
がプロトコルを意味していることに留意す
る。

●課題提出

●２学期中間考査

　５．分岐処理 ・IF～THEN文について理解できるように
留意する。

・プログラム中にデータを設定する方法を理解さ
せる。



平成１８年度　シラバス　　　　　　
福島県立福島工業高等学校

1 学 科

4

5

6 ４．キルヒホッフの

５．導体の抵抗

7

◆電力と電力量との関係を考察できるか。

8 ◆電池の化学作用を理解したか。

9

10 ２．電流の作る磁界

11

12 ５．電磁誘導

６．インダクタンス ◆磁気回路を電気回路に対応させ
て推論することができるか。

1 静電気

2

3

単位数 4

　「　工業(情報電子）　・　電気基礎　」　

学年 情 報 電 子 科 使用教科書 コロナ社：電気基礎（上)

科 目 の 目 標 電気・磁気に関する基礎的な知識と技術を学び、その学んだ知識と技術を実際に活用できるようにする。

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

１．電気・磁気に関するさまざまな法則や現象に関心を持ち、意欲的に学習に取り組み、学習態度が、真剣であ
るか。【関心・意欲・態度】
２．電気の直流回路や磁気回路に関して、それぞれの現象を考察でき、各現象同士の関連を類推できるか。
【思考・判断・表現】
３．直流の電気回路を正しく接続できたり、電気・磁気に関する物理量の量的関係を求める技能を修得できる。
また、それらの量的関係をグラフ等に図示できるか。【技能】
４．電気・磁気に関するさまざまな法則や現象について、それらの意味を理解し、未知の物理量等を正しく求め
ることができるか。【知識・理解】

２．直列回路並列回路

学
期

月 学習内容 学習目標
◆ 主 な 評 価 規 準

●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

３．ブリッジ回路

直流回路

１．オームの法則
○実習とリンクさせる

●定期考査

一
学
期

◆クーロンの法則を理解し電荷の静電力
を求めることができるか。

◆アンペアの右ねじの法則を理解し、磁
界の方向を求めることができるか。

・アンペアの右ねじの法則、ア
ンペアの周回路の法則を学ぶ。

　　法則

●ノート提出

○実習とリンクさせる

・オームの法則、抵抗の直列接
続、並列接続、直並列接続、ブ
リッジ回路キルヒホッフの法則
について理解し、それぞれの回
路の計算方法を学ぶ。

◆オームの法則について電圧・電流抵抗
の関係を理解できたか。

◆オームの法則に関する回路の計算が身
に付いているか。

◆ブリッジ回路、キルヒホッフの法則の
考え方や計算方法を確実に理解したか。

６．電力と電力量 ●定期考査

・導体の抵抗について長さと断
面積と抵抗値の関係や計算方法
を学ぶ。

◆ブリッジ回路を取り扱う技能を理解し
たか。また、未知の抵抗値を求めること
ができるか。

◆導体の抵抗が抵抗率、断面積、長さ
と、関係することを理解したか。

７．電池

●ノート提出

・電力に関して電圧、電流と電
力・電力量の関係を学ぶ。

◆電力に関して、電圧、電流との関係を
よく理解したか。

・点電荷による磁界の強さ電流
のつくる磁界の大きさについて
学ぶ。

電気と磁気
１．磁気 ○実習とリンクさせる

◆電池の原理に関心を持ち意欲的に学習
に取組むことがでたか。

・電池の分類や化学的反応と電
流の関係を学ぶ。

◆磁気に関するクーロンの法則を理解
し、磁極間に働く力を求めることができ
るか。

・クーロンの法則は物理的な意
味を学んだ後に、計算問題を解
く方法を学ぶ。

二
学
期

●定期考査

●ノート提出
３．電磁力 ◆電流が流れると磁界が生じ、磁界は磁

力線や磁束によって表わされることを考
察できるか。

●定期考査

◆フレミング左手の法則を理解し電磁力
の向きを求められるか。

４．磁気回路

・電磁力の求め方、方形波コイ
ルに働くトルクの求め方、平行
な線状導体間に、働く力の求め
方を学ぶ。 ●ノート提出

　　の基礎

◆平行な線状導体に電流を流したとき発
生する磁束を描き道体間に働く力を表現
できるか。

１．静電気 ●標準テスト

◆ヒステリシス曲線を描いて残留磁気や
保磁力をグラフ中に求めることができる
か。

・帯電現象と静電現象を身近な
例によって理解してクーロンの
法則による計算ができるように
する。

三
学
期

○実習とリンクさせる

２．電界 ◆電解の強さが電荷の大きさと距離に関
係することを理解したか。

●定期考査

４．放電現象

◆平行板コンデンサの静電容量は、金属
板の面積と間隔に関わることを推論でき
るか。

・ｺﾝﾃﾞﾝｻの直並列接続につい
て、また種類と用途について学
ぶ。

３．コンデンサ

・電界･電位･静電容量について
物理的な意味に重点をおいて学
ぶ。

●ノート提出
◆コンデンサの接続や合成静電容量の求
め方を理解したか。

・コロナ放電、火花放電、グ
ロー放電等について学ぶ。
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2 学 科

4

5

6

7

8
9

10

11

12

1

2

3

科 目 の 目 標

福島県立福島工業高等学校

　「　工業（情報電子）・　実習　」　

学年 情 報 電 子 科 使用教科書 学校作成教材 単位数 3

工業の各専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に対応
できる能力と態度を育てる。

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

１　情報電子に関心をもち、それらを実際に活用しようと意欲的に取り組むとともに、
　　実践的な態度を身に付けているか。　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】◎
２　情報電子の技術革新に主体的に対応できるような思考力・判断力を身に付けている
　　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　【思考・判断】☆
３　情報電子に関する基礎的な技術を総合的に身に付けているか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 【技能・表現】▲
４　情報電子に関する基礎的な知識を総合的に身に付けているか。　　　【知識・理解】★

学
期

月 学習内容 学習目標
◆ 主 な 評 価 規 準

●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

第１ローテーション導入 ・導入授業において実習の内容
やポイントを理解する。
・実習をすることにより、座学
で学習した内容の理解が深まる
ようにする。
・実習の中で工夫改善しようと
する能力を育てる。
・実習で学んだことを実生活の
中で活用しようとしたり、さら
に深く学ぼうとする態度を育て
る。

すべてのテーマについて次
の規準を用いる。
◆実習内容を理解している
か。★
◆実習内容に興味・関心が
あるか。◎
◆積極的に実習に参加して
いるか。◎
◆グループ活動の場合は協
調性があるか。◎
◆安全に作業を進めている
か。☆
◆授業態度はよいか。◎
◆レポートの提出期限を
守っているか。☆
◆レポートの内容は充実し
ているか。★▲
◆座学との関連をよく理解
しているか。★
◆（計測実習においては）
配線や計器の接続、データ
の採取やデータの集計を正
確に行えるか。★▲
◆（製作実習においては）
回路等をよく理解し、正確
に配線等を行い、作品が完
成できたか。★▲
◆（パソコン実習において
は）ソフトウェアをよく理
解し、正確にアプリケー
ションソフトを使用でき、
課題の作品を完成できた
か。★▲

●どのテーマも次の事項
を総合的に判定し評価す
る。
　
・実習内容に対する興
味・関心、理解度の深さ
　
・意欲的に取り組む姿勢
やグループ活動の場合の
協調性
　
・安全面に配慮した実習
態度
　
・出席状況、授業態度、
発問に対する応答
　
・提出物（レポート等）
の提出状況、内容

①コンデンサによる分圧回路の実験

②トランジスタの静特性測定

④パソコン実習Ⅳ

①ミニアンプの基板製作実習

一
学
期

②デジタル回路の実験（３）
③ダイオードの静特性
④パソコン実習Ⅲ（Excel応用）

第３ローテーション導入

第２ローテーション導入
①シンクロスコープの取り扱い方

③デジタル回路の実験（４）
④交流回路の基礎

三
学
期

②交流電力の測定
③パソコン制御の実験（２）

⑤ＯＰアンプの実験Ⅰ

②パソコン実習Ⅲ

二
学
期

③ＦＥＴの静特性測定
④デジタル回路の実験（５）
⑤シンクロスコープの取り扱い方

第４ローテーション導入
①ミニアンプの製作実習
②共振回路の実験
③パソコン制御の実験（１）
④低周波増幅器の特性測定

第５ローテーション導入
①製作実習作品の特性測定
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2 学 科

4

5

6

7

8
9
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1
2

3

単位数 3

　「　工業(情報電子）・　電気基礎　」　

学年 情 報 電 子 科 使用教科書 コロナ社：電気基礎(下)

学
期

月 学習内容 学習目標

科 目 の 目 標 電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

１　次の項目のような電気に関することに関心をもち、それらを実際に活用しようと意欲的に取り組むとと
もに、実践的な態度を身に付けているか。
【関心・意欲・態度】◎
　　①基本的な電気現象
　　②電気現象を量的に取り扱う方法
　　③電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により処理する方法
２　電気に関する技術の進展に対応できるような思考力・判断力を身に付けているか。【思考・判断・表
現】☆
３　電気に関する基礎的な技術を身に付けているか。　　　　　　　 　       【技能】▲
４　電気に関する基礎的な知識を身に付けているか。　　　　　　　　　【知識・理解】★

２　正弦波交流
        とベクトル

◆ 主 な 評 価 規 準
●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

◆ベクトル表示法の特徴を理解したか。
  ★
◆ベクトル図により、位相が誘導性か容
量性か判断できるか。☆
◆ベクトル図が書けるか。▲

４　並列回路

５　交流電力

●１学期期末考査
●ノート提出◆記号法は、ベクトルの計算を簡略化す

る計算法であることを理解できたか。★

第４章　交流回路 ・交流の波形、周期と周波数、お
よび瞬時値、最大値、実効値、平
均値などを理解する。

◆単相交流の電圧波形及び電流波形の変
化を視覚的にとらえられか。☆
◆交流回路に興味を持って取り組めるか
◎
◆交流の諸量を理解したか。★

●年間を通して次の事
項を総合的に判定し評
価する。
・その内容に対する興
味・関心、意欲的に取
り組む姿勢・出席状
況、授業態度、発問に
対する応答・定期考査
による理解度の確認・
提出物の内容

１　正弦波交流

１　交流回路の
        複素数表示

●１学期中間考査
第５章　記号法による ◆ＲＬＣのそれぞれの特性を理解できた

か。★
●課題提出

 交流回路の計算

一
学
期

３　交流回路の計算

・交流回路における電圧、電流の
相互の関係がベクトル図によって
把握できるようにする。また、電
圧、電流、電力などの諸量の相互
関係について理解し、基本的な交
流回路の計算ができるようにす
る。

３　回路網の計算

２　簡単な交流回路
              の計算

・ベクトルを記号法によって取り
扱うことができるようにする。

３　回転磁界 ・三相交流による回転磁界の発生
の原理を理解する。

◆キルヒホッフの法則、テブナンの法則
が理解できたか。★

第６章　三相交流回路

・基本的な回路の電圧、電流など
の関係を記号法により計算する方
法を理解する。

◆簡単な演習問題を多く行い、それらで
計算法を習得できたか。▲

●２学期期末考査

●課題提出

２　三相交流回路
            の電力

・三相交流の基本的な電圧、電
流、電力の関係を学習し、三相回
路の計算および三相電力の取り扱
いを理解する。

２学期間での復習 ・標準テストで高得点を取れるよ
うに、復習を行い、問題演習に取
り組む。

●ノート提出
（標準テストの

二
学
期

１　三相交流回路 ◆三相交流は２線間を単相交流として使
用したり、同一の送電電圧、送電電力、
電力損失及び送電距離では電線質量が少
なくてすむことや、動力源として安価で
構造が簡単な電動機を使用できるなどの
利点を理解できたか。☆

●２学期中間考査

◆非正弦波交流は正弦波交流の合成であ
ることを理解できたか。☆★

◆交流回路について充分理解し、 標準
テストについて高得点を取得できる知
識・技能が付いたか。▲★

受験対策の学習）

１　各種の波形

◆時定数の意味を理解できたか。☆★ ●ノート提出

三
学
期

２　非正弦波交流回路
    の計算

◆高調波の重ね合わせが理解できた
　か。☆★

１　簡単な回路
    の過渡現象

●課題提出

●学年末考査

●工業標準テスト
第７章　非正弦波交流

第８章　過渡現象 ・簡単な直流回路の過渡現象の性
質を理解する。
・簡単な直流回路の過渡現象につ
いて計算方法を理解する。

・非正弦波交流の性質を理解す
る。
・非正弦波交流回路の特性と計算
方法を理解する。

２　Ｒ-Ｌ-Ｃ直列回路
   の過渡現象
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2 学 科

一
学
期

4

5

6

7

二
学
期

8

9

10

11

12

三
学
期

1
2

3

●評価方法
○資 料 等

コロナ社：電子回路　 単位数 2

【 評 価 の 観 点 】

「工業（情報電子）・電子回路」

科 目 の 目 標
電子回路用の要素の特性や機能、各種電子回路の構成及びその取り扱いに関する知識と技術を習得し、実際に
活用できる能力と態度を養う。

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

○電子回路に関する諸問題について関心を持ち、その改善・向上を目指して意欲的に取り組むとともに、創造的、実践的な
態度を身につけている。　　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】
○電子回路に関する諸問題の解決を目指して広い視野から自ら考え、基礎的・基本的な知識と技術を活用して適切に判断
し、創造工夫する能力を身につけている　　　　　　　　　　【思考・判断】
○電子回路の各分野に関する基礎的な技術を身につけ、安全や環境に配慮し、実際の仕事を合理的に計画し、適切に処理す
るとともに、その成果を的確に表現する。　　　　　　　　【技能・表現】
○電子回路の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身につけ工業の発展と環境との調和の取れた在り方や現代社会におけ
る電子回路の意義や役割を理解する　　　　　　　　　　　【知識・判断】

◆ 主 な 評 価 規 準学
期

月 学習内容 学習目標

学年 情 報 電 子 科 使用教科書

１．電子回路素子
[1]半導体

[2]ダイオード

[3]トランジスタ

・半導体のもつ特有な電気的な性
質を利用した半導体の種類や電気
的性質について理解する。
・ダイオードの特性・種類・利用
法について理解する。
・バイポーラトランジスタの動作
原理や特性などについて理解す
る。
・増幅作用とスイッチ作用を理解
する。
・トランジスタの基本回路の電
流、電圧の求め方を理解する。
・特性図および特性表の見方を理
解する。
・ｈパラメータの定義と意味、単
位を理解する。

・導体､半導体､絶縁体の区別ができ
るか｡
・p形とn形半導体の違いを理解した
か｡
・多数キャリヤと少数キャリヤにつ
いて理解したか。
・整流および順電流・逆電流などの
用語について理解したか。
・その他のダイオードの構造・特性
を理解したか。
・トランジスタの構造や用途が理解
できたか。
電流・電圧増幅作用、スイッチング
について理解できたか。
・電圧－電流特性等を理解したか。
・ｈパラメータの定義と意味、単位
を理解できたか。
・規格表より特性を読取れるか。
・簡単なトランジスタ回路の計算が
できるか。

●年間を通して、その内
容に対する興味・関心、
意欲的に取り組む姿勢、
授業態度や定期考査・提
出物など総合的に判断し
評価する。
○●練習問題
○カットモデル・実物を
見せる

●第１学期中間考査
●ノート提出
○実習と関連づける

●練習問題
○工事担任者試験問題
●第１学期期末考査
●ノート提出

[4]電界効果トランジスタ

[5]集積回路

２．増幅回路の基礎
[1]簡単な増幅回路

[2]増幅回路の動作

[3]トランジスタの等価回路
とその利用

・電界効果トランジスタの構造を
理解する。
・トランジスタと電界効果トラン
ジスタの違いを対照させて理解す
る。
・集積回路の意味を理解する。
・電圧･電流･電力増幅の原理など
基礎的事項を理解する。
・バイアス回路についてその種類
や特徴･設計などについて理解す
る。
・動作点を理解する。
・増幅度を作図から求める方法を
理解する。
・等価回路を使った特性の求め方
を理解する。
・入力インピーダンスと出力イン
ピーダンスの理解を深める。

・FETの構造、動作原理など基本的な
事柄を理解できたか。
電流制御と電圧制御を理解できた
か。
・集積回路の製造工程や種類など基
礎的なことを理解できたか。
・基本回路を描けるか。
・基本動作を理解したか。
・バイアスの必要性が分かったか。
・増幅の原理を理解したか。
・バイアスの求め方を作図法と計算
法の両方を理論とともに理解した
か。
・動作点を中心にした交流の動作が
理解できたか。
・電気回路計算で求められるか。
・等価回路を描けるか。

○●練習問題

○実習と関連づける
○●練習問題

●第２学期中間考査
● ノート提出

○●練習問題

第２学期期末考査
●ノート提出

[4]増幅回路の特性変化 ・熱暴走について理解する。
・固定バイアスと自己バイアスな
ど、その回路の特徴を理解する。

・半導体素子は熱に弱いことを理解
したか。
・増幅回路へのコンデンサの影響を
理解できたか。

○●練習問題

学年末考査
●ノート提出
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福島県立福島工業高等学校

2 学 科

一
学
期

三
学
期

1
 

2

3

 

４．衛星を利用した通信ｼｽﾃ
ﾑ

５．無線通信関係法令

学年末考査

・人工衛星(静止衛星)の概要、
宇宙局と地球局による通信方
式、衛星通信・衛星放送ｼｽﾃﾑに
ついて理解する。
・電波法、放送法、国際電気通
信連合憲章等の概要を理解す
る。

○工事担任者試験問題

◆通信衛星・放送衛星および
GPS等について理解している
か。

◆無線通信関係法令につい
て、その概要を理解している
か。

○陸上特殊無線技士問題
（法規）

○工事担任者試験問題
○陸上特殊無線技士問題
（法規）

○陸上特殊無線技士問題
（工学）

・無線局の分類、携帯電話、ｺｰ
ﾄﾞﾚｽ電話などの移動通信の概
要、ﾏｲｸﾛ波通信、ﾚｰﾀﾞなどの構
成について理解する。
・SSB送信機およびSSB受信機の
概要について理解する。

8

9
 
 

10

11

12

５．光通信

６．有線通信に関する法規
第２章　無線通信
１．電波とｱﾝﾃﾅ

中間考査

・光電素子について理解する。
・有線通信に関する法規につい
て理解する。
・電磁波と電波、電波の伝わり
方、各種アンテナなどについて
理解するとともに、電波法施工
規則に従った電波の分類につい
て理解する。

◆有線通信に関する法規につ
いて、その概要を理解してい
るか。

◆電波の種類によって、各種
電離層の伝わり方が異なるこ
とを理解しているか。

２．無線通信ｼｽﾃﾑ

３．おもな無線機器

期末考査

◆八木・宇田ｱﾝﾃﾅの指向性、
ﾊﾞｰｱﾝﾃﾅの指向性等の知識を身
につけているか。

4
 
 
5
 
 
 
6
 
 
 
 
 
 7

第１章　有線通信
１．電話機

２．電話網と交換機

中間考査

・ﾀﾞｲﾔﾙ式、押しﾎﾞﾀﾝ式電子式電
話機の原理と構成を理解する。
・電話網の構成と特定の電話機
どうしを接続する交換機の働き
について理解する。

◆ｱｳﾄﾊﾟﾙｽﾀﾞｲﾔﾙ式電話機およ
び電子化電話機の構成と機能
などについて理解している
か。

【評価の観点・方法】
・出席状況
・授業への取組み
（意欲・関心・態度）
・定期考査
・課題等の提出

・通信の多重化の考え方や、FDM
およびTDMについて理解する。
・ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑの基本構成を理
解する。
・ﾋﾟｱﾂｰﾋﾟｱ、ｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾊ-ﾞｼｽﾃﾑ、
LAN、WANについて理解する。

◆時分割多重方式の基本概念
として、標本化定理の知識を
身につけているか。

○陸上特殊無線技士問題
（工学）

３．通信の多重方式

４．ﾃﾞｰﾀ通信とｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄ
ﾜｰｸ

期末考査

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

１．通信手段の基礎となっている有線通信から、遠方への通信に利用する無線通信までの基礎的な知識と
技術の習得に取り組むとともに、実際に活用する能力と態度を身につけているか。【技能】
２．通信の基礎であるｱﾅﾛｸﾞやﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号の処理方法に関心をもち、その活用に意欲的に取り組むととも
に、実践的な態度を身につけているか。【感心・意欲・態度】
３．情報通信に関する国家試験に対応するため、伝送理論や電話機回路についても関心をもち、その活用
に意欲的に取り組むとともに実践的な態度を身につけているか。【思考・判断】
４．通信技術の基礎的・基本的な技術を総合的に身につけているか。【知識・理解】
５．通信技術に関する基礎的・基本的な知識を理解しているか。【知識・理解】

学
期

月 学習内容 学習目標
◆ 主 な 評 価 規 準

●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

二
学
期

単位数 2

「工業（情報電子）・通信技術」

科 目 の 目 標
１．情報通信に関する基礎的な知識と技術を習得する。
２．実際に活用する能力と態度を身につける。

学年 情 報 電 子 科 使用教科書 実教：通信技術　新訂版



平成１８年度　シラバス　　　　　　
福島県立福島工業高等学校

2 学 科

4

第２節プログラム開発環境

3.コンパイルとリンク
4.ユーティリティプログラム

5 第２章プログラミング技法Ⅰ
2.1基本的なプログラム
　①Ｃの基本的な知識
　②入出力 ◆変数の型宣言ができるか。★

6 2.2プログラムの制御構造 制御文の使い方を理解する。
　①条件分岐

7

8 第３章ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ技法Ⅱ
3.1関数

9 　①関数の概念
●作成プログラムの提出
●ノート提出

10
11
12
1 3.2標準化とテスト技法 効率よくプログラムを作成する

　①プログラムの構造化設計 ための標準化や完成したプロ
2 グラムのテスト技法などを ●ノート提出

習得できるようにする。 ●学年末考査筆記試験
3 章末問題

三
学
期

　⑥アルゴリズム

　③プログラムのテスト技法
　②プログラムの標準化

●期末考査筆記試験
　⑥トレース処理

章末問題
関数の概念と、Ｃにおける関数の意
味を理解する。

◆標準関数がプログラムで利用で
きるか。★▲

●作成プログラムの提出

●作成プログラムの提出

◆標準化したプログラムを作成
し、効率がよいコーディングがで
きているか。★▲

　②関数の基本

　④変数の有効範囲と記憶域

　⑤アドレスを渡す関数

各種の変数を、記憶領域や有効範囲
などの点で区別し、適切な使い分け
ができるようにする。

　③プリプロセッサ

2.3配列とポインタ

　②ポインタ

　②繰返し ポインタと配列との関係を理解す
る。

コンピュータシステムの構成と環
境、コンピュータによる処理手順の
概要を理解する。

文書化の意味と、その重要性につい
て理解する。

オペレーティングシステムとアプリ
ケーションソフトの関連について理
解する。

　③演算子

一
学
期

二
学
期

　①配列と文字列

クラス

章　末　問　題

1.基本ソフトウェア

2.文書化

●作成プログラムの提出

●中間考査筆記試験

　④デバッグ

◆プログラム実行時のエラーにつ
いて理解できるか。★☆

◆ポインタについて理解し、適切
に使用できるか。★

●ノート提出
●期末考査筆記試験

プログラムの書き方、注釈文、
printf文、拡張表記について説明
し、簡単なプログラムが書けるよう
にする。

●中間考査筆記試験

◆テスト用プログラムを活用でき
るか。★▲

◆実行可能プログラム作成手順の
流れ図を書けるか。★▲

◆ローカル変数とグローバル変数
の違いについて理解できたか。★
☆

◆関数を用いたプログラムを作成
できるか。★▲

◆C言語によるプログラミングに
興味関心を持ち取り組めるか。▲
◎

◆コンパイラ言語とインタプリタ
言語の違いを理解しているか。★

2.プログラム言語

の利用

実行可能プログラムの作成手順につ
いて理解する。

◆ＯＳとＣ言語、ハードウェアの
関係を理解しているか。★☆

◆良いプログラムとは何かを理解
しているか。★☆

第１章プログラム開発 ◆プログラムの処理手順 ●年間を通して次の事項を
総合的に判定し評価する。
・その内容に対する興味・
関心、意欲的に取り組む姿
勢・出席状況、授業態度、
発問に対する応答・定期考
査による理解度の確認・提
出物の内容

第１節プログラム開発の手順 　をよく理解しているか。★☆
1.システム開発とプログラム開 ◆コンピュータとプログラミング

に興味があるか。◎
◆システム開発の流れ図が書ける
か。★▲

学
期

月 学習内容 学習目標
◆ 主 な 評 価 規 準

●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

4.Ｃ言語によるプログラミングに関する基礎的・基本的な知識を理解している。【知識・理解】★

科目の評価の
観点の趣旨

単位数 2

1.Ｃ言語によるプログラミングに関心を持ち、その活用に意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身
につけている　　【関心・意欲・態度】◎
2.Ｃ言語によるプログラミングを利用して日常の諸問題を主体的に解決するために思考を深め、適切な判
断を行える。【思考・判断・表現】☆
3.Ｃ言語によるプログラミングの基礎的・基本的な技術が総合的に身に付いている【技能】▲

　「　工業(情報電子）・プログラミング技術　」　

科 目 の 目 標
 コンピュータのプログラミングに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育
てる。プログラミング言語としては、近年、産業界で広く利用されているＣ言語を取り上げ、問題解決に
必要な知識と技術を習得させる。

学年 情 報 電 子 科 使用教科書
実教：

プログラミング技術



平成１８年度　シラバス　　　　　　

3 学 科

三
学
期

1

2

使用教科書 学校作成教材

科 目 の 目 標
工業に関する課題を自ら設定し、課題の解決をはかる学習を通して、意欲的に取り組む能力や自発的な想像
力・発表力を身につける。

◆毎時間の授業に真剣に取り組
んでいるか。

◆実施報告書を遅れずに提出し
ているか。

◆調べた内容・研究した結果、
設計・製作した内容の完成度は
どうか。

◆課題研究発表会への取り組み
はどうか。

◆課題研究報告書の内容はどう
か。

◆安全に作業を進めていたか。

【評価の観点・方法】
どのテーマも次の事項を総
合的に判定し評価する。

●研究内容に対する興味・
関心、理解度の深さ
●意欲的に取り組む姿勢
やグループ活動の場合の
協調性
●安全面に配慮した実習
態度
●出席状況、授業態度、発
問に対する応答
●提出物（報告書等）の提
出状況、内容

「工業（情報電子）・課題研究」
福島県立福島工業高等学校

単位数 3

科 目 の 評 価 の
観 点 の 趣 旨

１．設定テーマに関心をもち、それらを実際に研究しようと意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身
につけているか。                    　　　　　　　　　　　　     【関心・意欲・態度】
２．設定テーマに主体的に対応できるような思考力・判断力を身につけているか。   【思考・判断】
３．研究内容・作品の完成度　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　【完成度・到達度】
４．研究内容に関する報告書の内容　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　【知識・理解】

学年 情 報 電 子 科

学
期

月 学習内容 学習目標

◆授業に真剣に積極的に取り組
んでいるか。

●班編成、テーマ
設定への関わり方、協調
性

◆ 主 な 評 価 規 準
●評価方法
○資 料 等

【 評 価 の 観 点 】

一
学
期
/
二
学
期

 4
 
 

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

　課題研究の導入
班編成およびﾃｰﾏを設定する。

課題研究報告書まとめ

発表会の準備

・わかりやすい資料を作成す
る。

・プレゼンテーション能力を学
習する。

・研究内容を話し合い研究
テーマを設定する。
　作品製作
　調査研究・実験
　資格取得

・班毎での活動を主とし活
動計画を立てる。

・各班の計画に従って活動
する。
　創意工夫を凝らす
　進捗状況の確認
　途中経過の報告
　１月末にまとめ
（報告書・発表資料作成）

・工業に関する課題を自ら設定
し、課題の解決をはかる学習を
通して、意欲的に取り組む能力
や自発的な想像力・発表力を身
につける。

・研究の中で、工夫改善しよう
とする能力を身につける。

・プレゼンテーション能力を学
習する。

・わかりやすいプレゼンを心掛
ける。

課題研究発表会

報告書の提出

◆プレゼン内容は良かったか。
（態度・内容・協力など）

●プレゼン内容

●配布資料

●資料作成状況

○過去の課題研究報告書

◆資料は協力して適切に作成さ
れているか。


